
第4学年  道 徳学習指導案
日 時  平 成15年6月 6日 (金)5校 時

学 級  男 子16名 女 子17名  計 33名

指導者 澤 田 美 樹子

1 主 題名  正 直に生きる (1-(5)誠 実 。明朝)
2 資 料名  「 百点を十回とれば」(出典 :「みんなのどうとく」学研)」
3 主 題設定の理由                         !

(1)ね らいとする価値

中学年の内容項目1-(5)は 、「正直に、明るい心で元気よく生活する」となっている。この内

容は、低学年の 「うそをついたりごまかしをしたりしないで、素直に伸び伸びと生活する」を受

けて、主に自分自身に対して偽りのない正直な行動をとることの快適さに気付かせ、明るく元気
な生活を送ろうとする態度を育てるものである。この内容項目は、さらに高学年の 「誠実に、明
るい心で楽しく生活する」につながっていく。この内容項目 「誠実 ・明朝」は、視点 1の 中でも

大切な項目であるど
正直とは、心にやましさがなく、うそやごまかしのない安定した状態のことをいう。また、明

るい心で元気よく生活するとは、他の人に対してはもちろん自分自身にも正直であることによっ
て実現できるものである。しかし、時として弱い心に負け、うそやごまかしの行為に走ることも
この時期少なくない。そこで、正直な行動が明るい生活につながることを理解させることが重要
であると考え、本主題を設定した。

(2)児 童の実態

児童は、全体的に素直な性格である。事前の道徳アンケー トではヽどの項目も半数以上の児童
が 「いつも (よい行動が)で きているJと 回答しており、道徳的な価値について正しい認識をも
っていると思っている。

しかし、実際の生活を見ると、必ずしもそうとは言えず、特に自分に都合の悪い場面では、言
葉をにごしたりうそとついたりと、ごまかそうとする姿も何度かみられる。正しい価値を理解し
てはいるものの、周囲からよく思われたいという気持ちから、実際の行動としてはなかなか表せ
ないでいる現状であると言える。

そこで、心の中には、弱い自分と正直に生きたい自分 の双方があるものの、自分自身や他の人
に対して正直であることがt気 持ちよく快適なものであることにに気付かせ、明るく元気に生活
しようとする態度を育てることが大切であると考える。

(3)資 料について
百点を十回とつたら、サッカーシューズを貫ってもらえることから、主人公は漢字練習を頑張

るが、十回目のテストには、間違っていた漢字に丸がついていた。主人公は、迷いながらぴ正直

に先生に言い、心がすつきりしたという話である。

似通つた経験は児童にもあるものと予想されることから、採点ミスがあったことを正直に言う
か言うまいか迷う主人公の姿に、児童自身の経験や気持ちと重ね合わせて考えることのできる資
料であると言える。また、正直に言ったことで心がすっきりする主人公の姿からも、正直に生活｀
することの快適さを感じ取らせることに適した資料である。

(4)指 導にあたって
まず導入の段階で、これまでの暮らしの中でうそをついたり、どまかしたりしてしまった経験

について振り返らせることで、どんな気持ちになったかを想起させ、本時の価値への方向付けを
図る。

展開の前段では、サッカーシューズが欲しくて漢字練習を頑張る主人公の気持ちをおさえ、採
点ミスを正直に言おうか言うまいかと迷う心の葛藤に共感させていきたい。ここでは、児童自身
に自我関与させることで、弱い自分と正直な自分の二つが存在していることに気付かせ、弱い自

分に負けてしまった時、正直な自分が勝った時どんな気持ちになるのか、十分に話し合わせたい。
その中で、正直に言ったことで気持ちがすっきりし、それが明るい生活につながることに気付か
せていきたい。

展開の後段では、「′いのノー ト」を活用することにより、自らの生活体験を想起し、ねらいとす
る価値を今までの自分に照らし合わせて考えさせたい。
終末では、教師の体験談を話すことによって、正直に生きることが快適に生活する基となるこ

とを感じ取らせ、!さらに周りからも信頼を得ることになることにも気付かせていきたい。



4  本 時の指導
(1 )本時の目標

うそをついたり、ごまかしたりせず、正直に、明るい心で元気よく生きようとする心情を育てる。
) 本 時の展

学 習 の 流 れ 予想される児童の反応 指導上の留意点(・)と評価(◎)

導

入

５

1 う そをついたり、ごま
かしたした時の気持ちに
ついて考える。

ばれないかとどきどきする。

嫌な気持ちになる。

うまくごまかせてよかったと

思う。

・うそをついたり、ごまか

したりした経験を想起す

ることで、価値への方向

付けを図る。

展

開

前

段

20

2 資 料 「百点を十回とれ
ば」を読んで話し合う。

。それまで漠字練習をして

こなかったてつろうが毎

日続けて漢字練習をして

いることから、てつろう
の心情をとらえさせる。

◎サッカニシ平‐ズがどう

しても欲しいてつろうの

心情をとらえさせること

ができたか。

心情図でてつろうの心情

を表させ、どうしてその

ように表したのか理由を

問うことにより、弱い自

分と正直な自分の二つの

量客岳ぞ雪嚢学ち警召2
うの気持ちに共感させる。

◎弱い自分と正直な自分の

両方が存在することに気
付かせ、葛藤するてつろ
うの気持ちに共感させる
ことができたか。

・正直に言うことのできた

理由を考えさせることに

より、うそをついたり、

ごまかしをしたりするこ
とは、暗く沈んだ気持ち
にな、り、明るく生活でき

ないことに気付かせる。

◎弱い自分にうち勝つこと
ができた理由について考

えさせることができたか。
・母親の言葉を聞いた時の
′
てつろうの気持ちを考え

ることにより、正直に行

動したことが、明るい心
につながることに気付か

てつろうは、どう思いながら毎日漢字練習を続けたので
しょう。

頑張って絶対にサッカーショ
ーズを手に入れるぞ。
サッカーシュニズが欲しい。

テストの間違いに気付いて、
｀
机にはりついたように考

え込むてつろうは、どんなことを考えていたでしょう。

<=草 な自分>      モ
・ずるをしてサッカーシュニズ
Jを

貫ってもらっても嫌な気持
ちになるし嬉しくない。

・百点は、また頑張ればいつで
も取れる。

・自分のためにならない。
・ずるがばれた時に怒られるか

もしれない。
<弱 い自分>
'せつかく頑張うてきたのに無
駄になってしまう。

・正直に言ったらサッカーシュ
ーズを買ってもらえなくなる。

・間違うた先生が悪いんだから・
言うことはない。

どうしててつろうは、まちがって丸がついていること
を先生に正直に言ったのでしょう。

・サッカーシューズを買つても
らえなくても、ずるをしたま

ま嫌な気持ちにならないほう

が い V 。ゝ
・自分をごまかさず正直に言う
ことで、早く気持ちをすっき

りさせたい。

お母さんに、「百点より先生にちゃんといったことの
ほうがうれしいわ。」と言われた時、てつろうはどう思
うたでしょう。

ちがすっきりした。



後

段
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3 本 時の価値に照らして
これまでの自分の生活を

振 り返る

'心が明るくなった。
・正直に言ってよかったな。

せる。

◎正直に行動することが、

明るい心につながること

に気付かせることができ

たか。

・「心のノー ト」を活用し、

価値を今までの自分に照

らし合わせて考えさせる。

◎本時の価値を自分の生活
を振 り返り、照らし合わ

せて考えさせることがで

きたか。

自分が正直になれたと思 うことはありませんか。その時
の様子や気持ちをかきましょう。

・石を投げてガラスを割ってし

まった。怒られたけれども、

謝ったら気持ちがすっきりし

た。

終

末

5

4 教 師の体験談を聞く 正直に行動することは、

明るい生活につながり、

周りからも信頼されるこ

とにもふれる

板書計画

使用する 「′いのノー ト」

口 げ 軍弱付 "

申

自分が正直になれたと思ったことはありませんか。

なれたら、そのときのようすを下のEIBに書きましょう。
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7 資 料分析図  「 正直に生きる」

場  面 登場人物の心の動き 子どもの意識 発問の意図/発 問

①遊ぶことやサッカ
ーをすることで忙し

く、いつも五十点く

らいしかとれないて
つろうが、母から百
点を十回とったらサ

ッカーシューズを買
ってあげてもいいと

言われ、漢宇練習に

励む。

②十回目のテス トで

百点だったが、採点
ミスがあることに気

付き、正直に先生に

言おうかだまってい

ようか迷う。

③正直に言うことを

決心し、採点ミスが

あつたことを先生に

言う。

④家に帰り、母に正

直に言ったことを告
げると、「百点より

も嬉しいわ。」と言
われる。

(てつろう)

・頑張ってサッカー

シューズを手に入
れるぞ。

・ばくだってやれば
できるぞ。

どうしよう。間違
って丸がついてい
ることを先生に言
わなくては。
正直に言つたら、
サッカーシューズ
を買つてもらえな
くなる。
どうしたらいいの
だろう。

・ずるをしてまで、
サッカーシューズ
は欲しくない。

・やっばり先生に正
直に言わなくては。

・正直に言うことが
できてよかったな。

・ほっとした。
・気持ちが明るくな
った。

毎日練習を続けて、

サッカーシューズを

手に入れるぞ。

遊んだリサッカーし

たりする時間がなく

なっちゃうけど、そ
れよリサッカーシュ
ーズが欲しい。

ずるをしてサッカー

シューズをもらって

も嬉しくない。

せっかく頑張ってき

たのに、正直に言っ

たら、サッカーシュ
ーズを買つてもらえ

なくなる。

サッカーシューズを

買つてもらう喜びよ

りも、ずるをして嫌

な気持ちにならない

方がいい。

もやもやした気持ち

を早くすつきりさせ

たい。

やっばり正直に言つ

てよかったな。

気持ちがすっきりし

た。

気持ちが明るくなっ

た。

それまで漢字練習を

してこなかった主人

公が毎日続けて漢字

練習をしていること

から、サッカーシュ
ーズをどうしても欲

しい気持ちでいるこ

とをとらえさせる。

〇てつろうは、どう
思いながら毎日漢字
練習を続けたのでし
ょう。

弱い自分 と正直な自

分の双方の気持ちで

葛藤するてつろうの

気持ちに共感させる。

・正直に言うことので

きた理由を考えさせ

る。

!]景岳宮香言言暑昼i
i隼じ音5士

こ言ったの
i

・正直に行動したこと

で快道になったてつ

ろうの気持ちに気付

がせ、価値の把握を
する。

○テス トの間違いに
気付いて、机にはり
ついたように考え込
むてつろうは、どん
なことを考えていた
でしょう。

①お母さんに、「百
点より先生にちゃん
といったことのほう
がう!れ,しいわ。」と
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最 卑

／比
Ｊ
百
点
を
十
回
と
れ
ば

て
つ
　
・
ろ
う
の
グ
ラ
ス
で
は
、

渓
宇
テ
ス
ト
者
毎
日
や

っ
て
い
る
。

て

つ
ろ
う
は
、　

い
つ
も
二
十
点
く
ら

い
し
か
と
れ
な

い
。

そ
れ
は
、

サ

ッ
カ
ー
や
進
ぷ
こ
と
に
い
そ
が
し
く
て
、

浜
宇
無
督
の
時
間
が

な

い
か
ら
だ
。

あ
る
日
、

て

つ
ろ
う
は
、

ひ
ろ
し
が
百
点
を
と

っ
た
の
を
知
っ
て
、

じ
さ
ん
も
百
点
を
と
け
た
く
な

っ
た
。

ひ
ろ
し
と
は

い
ち
ば
ん
の

な
か
ま
し
だ

っ
た
か
ら
、

負
け
た
く
な

い
気
持
ち
に
な

っ
た
の
だ
。

そ
の
ば
ん
、

て

つ
ろ
う
は
、

は
じ
め
て
渓
字
の
縮
習
を
ま
じ
め

に
し
た
。

次
の
日
の
テ
ス
ト
は
、

す
ら
す
ら
と
き
け
た
。

家
に
輝

っ
た
て

つ
ろ
う
は
、

う
れ
し
そ
う
に
漠
手
テ
ス
ト
を
お
母
さ
ん
に
見
せ
た
。

「
す
ご

い
ね
。

や
れ
ば
で
き
る
ん
じ
ゃ
な
い
」。

「
ね
え
ね
え
、

ご
ほ
う
び
は

」ｏ

「
な
に
い
っ
て
る
の
。

勉
後
は
じ
さ
ん
の
た
め
て
じ
ょ
う
。

て
も
、

漠
手
テ
ス
ト

で
十
回

つ
づ
け
て
百
点
と

っ
た
ら
、
ャ
ほヽ
う
び
を
考
え
て
も

い
い
か
し
ら
ね
え

」。

「ぼ
く
、

サ
ッ
カ
Ｌ
シ
ュ
ー
ズ
が
ほ
し

い
た
だ
け
ど

」。

「
そ
う
れ
、

サ

ッ
カ
ー
シ

ュ
ー
ズ
て
も

い
い
か
な

」。

「
へ
ヘ
ヘ
、

も
え
て
き
た
ぞ
。」

そ
れ
か
ら
、

て

つ
ろ
う
は
こ
Ｂ
熱

ば
に
演
手

の
無
督
を
し
た
。
そ
の
か

い
あ

っ

て
、

ま
宇
テ
ス
ト
で
、

九
口
つ
づ
け
て
百
点
を
と

っ
た
。

い
よ

い
よ
十

口
め
。
ど
き
ど

き
し

て
も
ど

っ
て
き
た
テ

ス
ト
を
見

る
と
、

な
ん

と
百
点

だ

っ
た
。

「
や

っ
た

ぞ

」。

こ
れ
て
サ
ッ
カ
ー
シ
ュ
ー
ズ
は
ぼ
く
の
も
の
だ
。

う
れ
し
く
て
、

何
度
も
テ
ス
ト
を
見
た
。
あ
れ

っ
。
ま
く
見
る
と
、
「て
ん
ち
を

つ
か
う

」。
の

「電
池
」
が

「電
地
」
と
き
い
て
あ
る
の
に
、

九
に

な
っ
て
い
る
。

（ど
う
し
よ
う
。

先
生
に
い
わ
な
く
ち
ゃ
ｉ

ｌ
。

て
も
、

そ
う
し
た
ら
、

サ
ッ
カ
ー
シ
ュ
ー
ズ
が
，
　

。

あ
あ
、

ど
う
し
よ
う
。

）

休
み
時
間
に
な

っ
て
、

ひ
ろ
し
が
さ
そ
い
に
や
っ
て
き
て
も
、

て
っ
ろ
う
に
進
ぶ
気
に
な
れ
ず
、

こ
と
わ
っ
た
。
そ
う
し
て
、

ひ
と
り
、　

つ
く
え
に
は
り
つ
い
た
よ
う
に
考
え
こ
む
う
ち
に
、
と
う
と

う
決
せ
し
た
。

（ず
る
を
し
て
ま
で

―
…
。
そ
う
だ
。

先
生
に
工
直
に
い
お
う
。

）
　

　

′

「
先
生
、
こ
こ
ま
ち
が
っ
て
る
の
に
、

え
が
っ
い
て
い
ま
す

」。

て
つ
ろ
う
は
、

先
生
の
と
こ
ろ
に
い
っ
て
、

そ
の
テ
ス
ト
を
見
せ
た
。

「
ほ
ん
と
だ
。
よ
く
い
っ
て
き
た
ね
。
え
ら
い
ぞ
ゴ

先
生
は
、

百
点
を
九
十
点
に
書
き
な
お
し
た
。

百
点
で
は
な
く
な
っ
た
け
れ
ど
、

て
つ
ろ
う
の
気
持
ち
は
す
っ
き
り
し
た
。

宗
に
帰
っ
て
、

お
母
さ
ん
に
そ
の
こ
と
を
誌
す
と
、

お
母
さ
ん
は
い
っ
た
。

「
百
点
よ
り
、

て
っ
ろ
う
が
ち
ゃ
ん
と
先
生
に
い
っ
た
こ
と
の
ほ
う
が
う
れ
し
い

わ
。

そ
れ
に
、

て
つ
ろ
う
は
ほ
ん
と
に
よ
く
が
ん
ば
っ
た
か
ら
、

や
っ
ば
リ
サ

ッ
カ
ー
シ
ュ
ー
ズ
買
っ
て
あ
げ
る
わ
。」

「
や

っ
た
あ

」。

て

つ
ろ
う
は
サ

ッ
カ
ー
ボ
ー
ル
を
も

っ
て
、　

い
き
お

い
よ
く
家
を
て

て
い
っ
た
。

（幕
六
糾
手≡
作

「百
点
を
十
日
と
れ
ば
」
に
■
る
）

ト
ーｔｉｔ
め
の
松
ヰ
テ

ス
ト

が
ま
ら
が

っ
て
い
る
こ
と
に
気
づ

い
た
と
き
の
、

て

つ
ろ
う

の
気
持
ち
に

つ

い
て
、

考

え
て
み
ま
し

ょ
う
。

止
Ｈ
に
い
っ
て
よ
か

っ
た
と
、

と
は

っ
た
と
言
の
■
汁
う
と
、

考
え
て
み
ま
し
ょ
う
。


